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資料３  

企画展の概要 

 

 

令和４年度 夏の企画展 

戦場の軍医と衛生兵 
開催趣旨 

 
本展は、先の大戦において前線での任務にあたった陸軍の軍医と衛生兵の医療活動を伝えるも

のです。 
前線での軍医と衛生兵の主な任務は、止血をはじめとした応急処置、重傷者の後送などがあり、

負傷兵を救護するために一刻を争うものでした。部隊の作戦行動中は、要所に包帯所、野戦病院

を設けて後送されてきた負傷兵の処置や治療にあたりました。戦況が悪化するに従って、医薬品

や物資が不足し、後方からの補給も困難となっていく中で、軍医は十分な薬品や医療器具がない

まま手術を行うこともありました。また前線勤務では戦闘に巻き込まれて傷を負ったり、看護中

に感染症にかかって患者となってしまったりすることもありました。このような前線における任

務の体験を、軍医、衛生兵本人の証言、手記から紹介します。 
また、軍隊生活の中で彼等の担う役割は、戦闘で傷ついた兵の処置だけではなく、将兵の健康

管理、感染症の予防など生活そのものにも大きく関わっており、配属部隊や地域、戦況、傷病兵

の状態によって注意すべき内容が異なりました。軍隊生活において注意すべき病気、携行してい

た薬などについても紹介します。 
展示品は、当館に寄贈された軍医、衛生兵の職務に関する資料のほか、戦場に設けられた包帯

所、野戦病院や搬送の様子を描いたスケッチ、医薬品などで、軍医と衛生兵からみた負傷兵（戦

傷病者）、負傷兵の目に映った軍医と衛生兵の姿を伝えます。また、旧小倉陸軍病院に保管されて

いた摘出弾など、兵士が戦地で受けた傷を今に伝える資料から、軍医と衛生兵が直面した戦場で

の経験を感じてほしいと思います。 
 
主 催 ： しょうけい館（戦傷病者史料館） 
会 期 ： 令和 4（2022）年 7月 12日（火）～9月 11日（日） 
会 場 ： しょうけい館１階 企画展示室 
入 場 料 ： 無料 
開 館 時 間 ： 10：00～17：30（入館は 17：00まで） 
休 館 日 ： 毎週月曜日  

＜7月 18日（月）開館、7月 19日（火）休館、8月 15日（月）臨時開館＞ 
内 覧 会 ： 令和 4（2022）年 7月 12日（火）10：00～11：00 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、会期等を変更・中止する場合があります。 

最新の情報はしょうけい館ホームページをご確認下さい。 
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展示構成 
１.第一線の救護 包帯所 
 
軍医や衛生兵は、負傷兵の救護と治療にあたる衛生部員です。各師団、部隊で作戦行動が始ま

ると、軍医は包帯所、野戦病院の設置場所を決め、衛生兵を指示して負傷兵の救護と治療にあた

ります。負傷者が多数出る状況の中では、常に冷静な判断と処置が求められました。そして患者

を治療のできる設備が整った後方の野戦病院へ搬送することが急務とされました。 
ここでは、包帯所の機能、第一線での軍医、衛生兵の役割、負傷兵の収容体系、後送方法など

を紹介します。また、本人の経歴や戦場での経験、戦後に戦争体験を振り返った時の思いを証言、

資料とともに伝えます。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「繃帯所治療方針」 

第一線での救護における要点や、 

治療方針が記載されています。 

腕章（陸軍） 

衛生隊員は赤十字の腕章をして負傷兵の救護

にあたりました。 

包帯包 

兵士も負傷した際は自分で止血、手当て

ができるように訓練を受けていました。 

負傷兵を搬送する様子 
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２.陸軍の衛生機関 野戦病院 
 
野戦病院は作戦行動に合わせて設置される移動型の病院で、前線から後送されてきた負傷兵の

手術や治療を行う医療施設です。軍医と衛生兵の任務は多岐に渡り、戦闘が行われていない時に

は、軍医が兵士の健康観察、宿営地の環境管理など、病気の予防や衛生指導をおこない、衛生兵

は軍医の指示を受けて、傷病兵の看護、水の確保や周辺環境の視察などをおこないました。 
ここでは、野戦病院の機能、野戦病院での軍医、衛生兵の役割を、ニューギニア、ガダルカナ

ル島、ビルマ（現ミャンマー）など東南アジア方面に派遣された方の体験を中心に紹介します。

また、戦地で発生するマラリア、デング熱、アメーバ赤痢などの戦病や常備していた医薬品につ

いても紹介します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

軍医の聴診器 

病気の兵士を診察するのに欠かせないものでし

た。 

管入ヨーチン 

消毒薬として衛生兵が常備していました。 

衛生兵（絵画） 

腰に赤十字マークの入った衛生兵嚢を下げ

ています。 

ニューギニアの野戦病院（絵画） 

ジャングルの中に開設した野戦病院が描かれ

ています。 
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３. 小倉陸軍病院の摘出弾 
 
ここでは小倉陸軍病院（現独立行政法人国立病院機構小倉医療センター、福岡県北九州市）に

残されていた摘出弾を紹介します。長らく病院の一角で保管されていた摘出弾は、陸上自衛隊小

倉駐屯地に一時保管された後、2019年に当館へ寄贈されました。 
先の大戦や日露戦争などの戦場で、被弾した兵士の身体から取り出された弾のひとつひとつに

は、受傷した時の場所、どのような傷を負ったのかが記されています。戦場での痛みを今に伝え

る資料として、当館に寄贈された約 250点を展示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

摘出弾 

昭和 13 年、16 年のもの 

摘出弾 

日中戦争期のもの 

摘出弾 

日露戦争期のもの 
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映像上映 
 
内 容：企画展に関連する映像を上映します。  

日 時：会期中 10：00～17：00（一部上映休止日･時間帯があります） 
場 所：しょうけい館 1階 証言映像シアター 
その他：鑑賞自由・無料 

 

 

上映時間以外でも、情報検索機で視聴頂けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 映像タイトル 時間 

10：00 

～  

11：00 

インパール作戦の最前線で―隊附軍医の記憶― 20分 

 本土決戦前の軍医教育～元陸軍衛生部見習士官の記憶～ 20分 

 元海軍薬剤少尉の記憶 19分 

11：00 

～  

12：00 

 衛生兵のビルマ戦線 22分 

 衛生兵ゆえの感染 11分 

 西部ニューギニア・軍医の闘い 24分 

12：00 

～  

13：00 

 国のために生きて～元海軍軍医中尉の記憶～ 23分 

 天地の恵みを知る～ニューギニアで終戦を迎えた軍医～ 20分 

 海軍看護兵 若き日の記憶 15分 

13：00 

～  

14：00 

 元海軍薬剤少尉の記憶 19分 

 衛生兵ゆえの感染 11分 

 西部ニューギニア・軍医の闘い 24分 

14：00 

～  

15：00 

 本土決戦前の軍医教育～元陸軍衛生部見習士官の記憶～ 20分 

 衛生兵のビルマ戦線 22分 

 衛生兵の受傷 10分 

15：00 

～  

16：00 

 インパール作戦の最前線で―隊附軍医の記憶― 20分 

 国のために生きて～元海軍軍医中尉の記憶～ 23分 

 衛生兵ゆえの感染 11分 

16：00 

～  

17：00 

 天地の恵みを知る～ニューギニアで終戦を迎えた軍医～ 20分 

 元海軍薬剤少尉の記憶 19分 

 衛生兵のビルマ戦線 22分 
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企画展 

 

戦傷病者を支えた女性たち 

―従軍看護婦と戦傷病者の妻― 

開催趣旨 

 

戦争でけがを負ったり病にかかったりした戦傷病者は、さまざまな労苦を抱えながらも、それ

を乗り越えて生きてこられました。戦傷病者が労苦を乗り越えることができたのは、多くの人の

支えによるものであり、中でも女性たちは、戦中・戦後を通して非常に重要な役割を担ってきま

した。本展では、従軍看護婦と戦傷病者の妻に焦点を当て、各々の労苦を関連する資料とともに

紹介します。 

従軍看護婦は、命の危険にさらされながらも傷病兵の救護・看護にあたり、多くの人の命を救

いました。また、戦傷病者の妻は、身体にハンディを抱えながら生活する夫を支え、時には自ら

が一家の稼ぎ手となって働いた人もいました。このように戦傷病者と関わりがある女性はさまざ

まな労苦を体験されてきました。本展では、元看護婦の方から寄贈された資料や看護体験を綴っ

た書籍、戦傷病者の妻から寄贈された資料を展示し、戦傷病者を支えた女性たちの労苦を感じ取

ってほしいと思います。 

 

主 催 ： しょうけい館（戦傷病者史料館） 

会 期 ： 令和 5（2023）年 3月 14日（火）～6月 25日（日） 予定 
会 場 ： しょうけい館 1階 企画展示室 
入 場 料 ： 無料 

開 館 時 間 ： 10：00～17：30（入館は 17：00まで） 
休 館 日 ： 毎週月曜日 

問 い 合 わ せ ：しょうけい館 永島   電話 03（3234）7821 
※状況により中止とさせていただく場合があります。中止の場合はホームページにてお知らせいたしますので、ご確認願います。 
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展示構成 

 
従軍看護婦の活動内容 
 
従軍看護婦は、日本国内の陸海軍病院・病院船・日本国外の兵站病院・野戦病院などに配属さ

れ、戦傷病者の救護・看護活動にあたった女性たちのことを言います。彼女たちは時に命の危険

にさらされながらも献身的に傷病者の救護活動に励みました。ここでは、従軍看護婦の活動やそ

の内容が分かる資料を展示し、従軍看護婦について解説します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
戦傷病者の妻の労苦 
 
戦傷病者の妻は、身体にハンディを抱えて生活する夫を支えなくてはならないため、多くの苦

難がありました。さらに、終戦に伴い食料難、就職難などの当時の社会状況を大きく受けたため、

大変苦しい生活を余儀なくされました。ここでは、戦中・戦後を通して戦傷病者の妻が体験した

労苦や当時の社会背景について解説します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出展資料：『写真週報（第 17 号）』 出展資料：『救護看護婦養成要覧』 

出展資料：『婦人俱楽部（第 22 巻）』 出展資料：『主婦の友（第 25 巻）』 
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元従軍看護婦と戦傷病者の妻の証言 
 
当館が収録した証言映像の中から、元従軍看護婦の方々と戦傷病者の妻たちの証言、そして寄

贈いただいた資料を展示し、各人が体験された労苦を紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出展資料：卒業証書 出展資料：看護衣 
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証言映像上映 
 

内 容：企画展に関連する映像を上映します。  

日 時：会期中毎日 10：00～17：00（一部上映休止日･時間があります。） 
場 所：しょうけい館１階 証言映像シアター 

その他：鑑賞自由・無料 

 

 

◆上映時間以外でも、情報検索機にてご覧いただけます。 

◆上映の休止：休館日 

◆団体プログラムにより、上映時刻等が変更となる場合もあります。 

 

 

上映時刻 映像タイトル 時間 

10：00 

～  

11：00 

陸軍看護婦に志願して 21分 

かけがえのないはらから（同胞）とともに 15分 

南方の戦火をくぐった救護看護婦 15分 

11：00 

～  

12：00 

二人で一人、傷痍軍人の妻として 10分 

努力家の夫を信じて ～失明の夫とともに～ 19分 

失明の夫を支えて 19分 

12：00 

～  

13：00 

陸軍看護婦に志願して 21分 

看護ひとすじ  ～フィリピンで終戦を迎えた救護看護婦～ 22分 

かけがえのないはらから（同胞）とともに 15分 

13：00 

～  

14：00 

小学校を出て先生に 16分 

失明の夫を支えて 19分 

気配りが生んだ「転ばぬ先の杖」 19分 

14：00 

～  

15：00 

南方の戦火をくぐった救護看護婦 15分 

陸軍看護婦に志願して 21分 

かけがえのないはらから（同胞）とともに 15分 

15：00 

～  

16：00 

二人で一人、傷痍軍人の妻として 10分 

努力家の夫を信じて ～失明の夫とともに～ 19分 

失明の夫を支えて 19分 

16：00 

～  

17：00 

陸軍看護婦に志願して 21分 

かけがえのないはらから（同胞）とともに 15分 

看護ひとすじ ～フィリピンで終戦を迎えた救護看護婦～ 22分 


